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子どもの歯の育て方

靱 田 躍
む し歯の予防 は、歯垢 を残さなし、じょうずな歯 みがきが 墓本です。歯の表 面にくっついた ネバネ

バ した歯垢 を

落す ことから はじまります。歯 垢の中のむ し歯菌 は、砂糖を取り 込んで酸をつく り歯を 溶
カ’します。歯みがき、

砂糖を減ら して、口の中をむ
し歯をつくらせな いような環境に しましょう。

授乳後はお自湯を飲ませたり、ぬ

らしたガーせ、綿棒てふいてあげたりしましょ

、
。歯 が 生 え、離 乳 負貝月に は い る こ ろ に は、歯

ブラシを使うこともはじめましょう日

婁 鶴
、
二１１ 言いものの取りすぎには気

をつけましょう。むし歯菌は果糖、乳糖も利用

しますが、数倍七砂糖が好き。歯垢の申のむし

歯菌は酸をつくり歯を溶 かします。歯の表面

にあるエナメル貿は体のなかて最も硬い組織

で す が、酸 に は 弱 い の て す。

むし歯予防 ４つの輪
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幽 歯 貿を 強 化 しま しょ う。

歯を 膏

てるの に必要 なカル シウ ム、ビタ
ミン

な ど栄養 のバ ランス を 者えた 負事 と、

フ ッ素の 利用も者え ま しょ う。

むし歯、歯肉炎の原

● 因 になる む し歯菌のす みか（＝歯 垢）を

取り除き ま しょう。乳 歯の 生え るころ

には、保 護者の 口の申 もき れい に して
’ お き ま し ょ う。

歯、む し歯菌、糖の３つの 輪が重なり、その状 態が長時間つ づく と、歯の表面がむ し歯
にな りやすい環 境になります。歯の 表面 に歯垢が

つき、そのなか のむ し歯菌が砂糖を 利用して酸をつく り、歯の表面が 溶けていく状態（脱灰）
にな っているの てす。でも、ふいて あげたり、

歯み がきし てあげたり して歯の表面をき れし、に し、歯の 表面と唾液が直接 触れるこ とて元
に戻ろ うとする再 石灰化（修復）がす すみま

す
。
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歯 みが きを するよ う になっ たら、

保護者 が毎 目、き ちんと 口の 申を

チェッグ す ること が 大七刀で す。申

には歯み がきをし、や がるお子さん

もいる てし ょう が、遊び を 交える

な ど して、楽 しい 雰囲気 で歯 をみ

がく習慣をつけてあげたいものて
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楽しくキレイにみがくために

予 どものむ し歯予 防はむ し歯にな りやすい 生活習 慣の 改

善 と歯みがきにかかっています。歯を大
七刀にしていく気 持

ち を養うためにも、小さ いころから きち んと した歯みが き

の 習慣をつ けさせましょう。

こと亀のみがき方

白 々ジか ヴ
唇 を 構 に 広 げ て、 「ア

ー」 と 大 き く 今 慶 は 前 歯 の 裏 最 初 の 「イ ー」 に

「イ ー」と 前 歯 を 口 を あ け て、上 下 側 を，
戻 っ て 左 右 の 奥

か み あ わ せ た 状 の 奥 歯 の か み あ 歯 の 外 側 を み が

態 て、前 歯 の 外 側 わ せ・溝 ・内 側 を い て 完了 ！

を み が き ま す。 み が き ま す。

仕上けみがき

垂がかＱ
子 ど も を 寝 かせ

て 親 の ひ ざ に 頭

を の せ ま す。

唇 を そ っ と 押 し 上 前 歯 の 裏 側 は 歯

けて 前 歯 の 外 側 を。
ブ ラ シ を 縦 に し

歯 プ ラ シ は１」１刻 み て 汚 れ を か き 出

に 動 か しま す。 す よ う に。

奥 歯 の か み あ わ

せ た けて なく、外側、
内 倶」 も’」、亥一 み１こ

み が きま す。




